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守破離の守のバイブル
　本書はタイトルに「正常所見」とあるよう
に，画像に関する正常値データが記載され
ている．画像解剖学として人体構造の正常
値については，意外と成書では具体的に触
れられておらず，初版の頃からひそかに本
書に頼っている臨床医も多かろう．ただし，
正常値については後で述べる瑕疵があるた
め，ひとまず置いておくとしても，本書の
真の価値はそこではない．何といっても，
各画像検査項目について「正常画像レポート
見本」や「チェックリスト」が系統的に並べ
られているのが出色である．どういうこと
だろうか．
　初学者が新しい画像検査の研修を開始す
るときにまず行うことは何か．それは，諸
先輩方が累々と書きつないできた報告書を
集めることにある．少なくとも私はそうし
た．珠玉の報告書を手に入れたら，実際の
画像とその報告書を突き合わせて，どのよ
うな着眼点で画像を見渡して，問題点（所
見）を抽出し，それをどう解釈して，最終的
な結論に結び付けるのか，文章の書き方を
ひたすら見よう見まねで会得したものであ
る．その作業は，先人の叡智の最大公約数
を方法論として集約することともいえる．
さらに端的にいえば，標準化する作業であ
る．この手順のうち一番初めの取っ掛かり

である「どのような着眼点で画像を見渡すの
か」については，本書の「正常画像レポート
見本」に見事に整理されている．本書を片手
に，各領域の画像をじっくり時間を掛けて
順序だてて読影を繰り返せば，一見，迂遠
に思えて実は，たちまち系統的アプローチ
が会得できるのである．ひそかに先輩方の
報告書を読み込んでいた自分の努力が無駄
に思えてしょうがない．
　あまり褒めても忖度を疑われるので，本
書を使ううえでの問題点も述べておく．小
児，思春期，妊娠期や閉経期など主要なラ
イフイベントに関わるある程度の記載はあ
るが，詳細な加齢性変化，男女差や人種差
については触れられていないことに注意が
必要である．特に，実のところ本書はドイ
ツ人の成人男性の標準データ集でしかない
ことは意外な盲点であろう（日本人でこんな
に鼻が高い人なんて，そうそう居ませんよ
ね！）．正常値データとしての数値の取り扱
いには十分注意されたい．
　そうはいっても読影の基本は系統的アプ
ローチであることに論を俟たない．臨床現
場に出てから解剖実習の重要性を痛感する
のと同様に，ある程度熟練した医師も折に
触れて立ち返りたい書籍である．
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